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１　

遊
佐
町
の
概
要

遊
佐
町
は
、
東
北
地
方
の
日
本
海
側
で
山
形
県
最

北
端
に
位
置
し
て
お
り
、
面
積
が
２
０
８
・
39
㎢
、

人
口
が
約
1
万
４
０
０
０
人
弱
の
町
で
す
。
北
に
は

山
形
県
と
秋
田
県
に
跨
が
る
２
２
３
６
ｍ
の
活
火
山

で
あ
る
鳥
海
山
が
そ
び
え
、
山
手
か
ら
平
野
に
か
け

て
は
二
級
河
川
の
月
光
川
と
日
向
川
が
流
れ
、
日
本

海
に
注
い
で
い
ま
す
。

山
麓
の
雪
解
け
水
は
長
い
年
月
を
か
け
て
地
下
に

浸
透
し
、
伏
流
水
と
な
っ
て
町
内
の
各
所
で
湧
き
出

て
お
り
、
清
水
の
宝
庫
と
し
て
国
土
交
通
省
の
「
水

の
郷
百
選
」
に
も
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
豊
富
な
水

資
源
は
古
来
よ
り
人
々
に
多
く
の
恵
み
を
も
た
ら

し
、
様
々
な
生
態
系
、
産
業
を
育
ん
で
き
ま
し
た
。

本
町
の
主
要
産
業
は
農
業
で
す
が
、
登
山
、
海
水

浴
、
キ
ャ
ン
プ
な
ど
の
ア
ウ
ト
ド
ア
を
中
心
と
し
た

観
光
産
業
も
盛
ん
で
す
。伝
統
芸
能
の
歴
史
も
古
く
、

国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
番

楽
「
杉
沢
比
山
」
は
鎌
倉
時
代
か
ら
鳥
海
山
の
修
験

者
に
よ
っ
て
伝
わ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
遊
佐
の
小
正
月
行
事
（
ア
マ
ハ
ゲ
）」
は
平
成
30
年

ユ
ネ
ス
コ
の
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

気
候
は
海
洋
性
気
候
の
特
徴
が
あ
り
、
多
雨
多
湿

で
、冬
期
は
降
雪
量
が
少
な
い
も
の
の
季
節
風
が
強
く
、

吹
雪
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
沿
岸
の
庄
内
砂
丘
に
は

防
風
林
と
し
て
江
戸
時
代
に
植
林
さ
れ
た
ク
ロ
マ
ツ
林

が
南
北
に
伸
び
、強
い
浜
風
か
ら
町
を
守
っ
て
い
ま
す
。

２　

遊
佐
町
の
災
害
想
定

山
・
海
・
川
に
囲
ま
れ
た
本
町
は
、
地
震
、
津
波
、

洪
水
、
火
山
噴
火
の
災
害
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
の
東
部
に
は
庄
内
東
縁
断
層
帯
が
あ
り
、
最
大
で

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
５
程
度
の
地
震
が
発
生
す
る

と
さ
れ
、
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
は
日
本
海
沖
で

地
震
が
発
生
し
た
場
合
、
最
大
で
14
・
９
ｍ
の
津
波

が
沿
岸
部
に
到
達
す
る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

洪
水
に
つ
い
て
は
近
年
、
全
国
各
地
で
豪
雨
災
害

が
多
発
し
た
こ
と
を
受
け
て
、
平
成
29
年
、
月
光
川
・

高
瀬
川
の
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
見
直
さ
れ
、
洪

水
浸
水
想
定
区
域
は
更
に
広
が
り
ま
し
た
。

活
火
山
で
あ
る
鳥
海
山
は
有
史
以
降
、
多
く
の
噴

火
記
録
が
あ
り
ま
す
が
、
規
模
の
大
き
い
も
の
で
は

土
石
流
が
下
流
域
の
田
畑
に
流
れ
込
ん
だ
記
録
が
残

る
１
８
０
１
年
の
噴
火
や
、
近
年
で
は
昭
和
49
年
に

山
頂
で
小
規
模
な
水
蒸
気
爆
発
が
発
生
し
て
い
ま
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す
。
鳥
海
山
火
山
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
は
、
冬

期
間
の
噴
火
の
場
合
、
融
雪
型
泥
流
の
被
害
は
町
の

ほ
ぼ
全
域
に
及
ぶ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

山
形
県
と
鳥
海
山
周
辺
の
秋
田
・
山
形
の
4
市
町

で
構
成
す
る
鳥
海
山
火
山
防
災
協
議
会
は
、
平
成
30

年
に
「
鳥
海
山
の
噴
火
活
動
が
活
発
化
し
た
場
合
の

避
難
計
画
」
を
策
定
し
、
火
口
周
辺
と
居
住
地
の
避

難
計
画
を
ま
と
め
、
今
後
は
救
助
計
画
に
つ
い
て
も

策
定
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

３　

条
例
制
定
の
背
景

本
町
は
こ
こ
何
十
年
と
、
大
き
な
災
害
に
見
舞
わ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
元
々
、
災
害
が
少
な
い
町
で
災
害

対
策
及
び
地
域
防
災
計
画
を
大
幅
に
見
直
す
き
っ
か

け
と
な
っ
た
の
が
平
成
23
年
の
東
日
本
大
震
災
（
以

下
「
震
災
」
と
い
う
。）
で
し
た
。
想
定
外
、
と
い

う
言
葉
が
防
災
用
語
の
よ
う
に
扱
わ
れ
、
災
害
を
ど

う
想
定
す
る
か
、
ま
た
、
そ
れ
に
対
す
る
対
策
を
ど

う
講
じ
て
い
く
の
か
、
と
い
う
こ
と
は
本
町
だ
け
で

は
な
く
3
月
11
日
以
降
、
全
国
の
自
治
体
の
命
題
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

震
災
で
本
町
は
震
度
５
弱
を
観
測
し
ま
し
た
。
本

町
の
人
的
及
び
建
造
物
等
の
物
的
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
報
道
等
で
知
る
被
災
地
の
被
害
状
況
は
想

像
を
絶
す
る
も
の
で
し
た
。
特
に
多
く
の
人
と
家
屋
を

の
み
込
む
津
波
へ
の
対
策
強
化
は
、
日
本
海
に
面
す
る

本
町
に
と
っ
て
防
災
上
の
優
先
課
題
と
な
り
ま
し
た
。

震
災
を
経
て
、
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
見
直
し

を
目
的
と
し
た
、
津
波
浸
水
・
被
害
想
定
調
査
を
山

形
県
で
行
う
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
日
本
海
沖
の

津
波
断
層
で
発
生
す
る
最
大
ク
ラ
ス
の
津
波
を
想
定

す
る
調
査
が
始
ま
り
、
津
波
浸
水
想
定
区
域
の
改
変

が
明
ら
か
と
な
っ
た
の
で
す
。
本
町
と
し
て
は
、
新

し
い
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
完
成
を
待
た
ず
し

て
、
ま
ず
で
き
る
こ
と
か
ら
津
波
避
難
対
策
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

対
策
の
第
一
歩
は
平
成
26
年
、
災
害
対
策
基
本
法

改
正
で
市
町
村
に
義
務
化
さ
れ
た
、
避
難
行
動
要
支

援
者
名
簿
（
以
下
「
要
支
援
者
名
簿
」
と
い
う
。）

の
作
成
で
し
た
。

平
成
22
年
か
ら
本
町
で
は
災
害
時
要
援
護
者
名
簿

を
運
用
し
て
い
ま
し
た
。
震
災
で
は
こ
の
名
簿
が
有

効
に
活
用
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
反
省
を
耳
に
し
、

名
簿
情
報
の
利
用
に
関
す
る
遊
佐
町
個
人
情
報
保
護

条
例
（
以
下
「
保
護
条
例
」
と
い
う
。）
と
の
関
係

整
理
を
行
っ
た
上
で
、
災
害
発
生
時
に
最
大
限
活
用

さ
れ
る
こ
と
を
目
的
に
、
名
簿
作
成
に
必
要
な
条
例

整
備
の
検
討
が
始
ま
り
ま
し
た
。

４　

条
例
整
備
に
向
け
て
の
調
整

当
初
、
条
例
整
備
の
検
討
は
、
要
支
援
者
名
簿
の

作
成
と
有
効
活
用
を
主
な
目
的
と
し
て
、
個
人
情
報

の
取
扱
い
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
検
討
委
員
会

は
設
置
せ
ず
、
防
災
、
情
報
統
計
、
住
民
基
本
台
帳
、

福
祉
の
部
署
の
担
当
者
で
打
合
せ
を
行
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
検
討
が
進
む
に
つ
れ
て
、
本
町
は
そ
も
そ

も
防
災
対
策
に
お
い
て
行
政
、
地
域
、
各
関
係
機
関
、

住
民
、
事
業
者
の
役
割
が
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
、

と
い
う
課
題
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

保
護
条
例
で
は
、
住
民
情
報
が
掲
載
さ
れ
た
名
簿

を
消
防
署
、
警
察
、
消
防
団
、
民
生
児
童
委
員
、
自

主
防
災
組
織
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
い
っ
た
関
係
機

関
に
提
供
す
る
た
め
に
は
、
本
人
同
意
と
、
業
務
の

目
的
の
明
確
化
が
必
須
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
名
簿
提

供
業
務
の
目
的
は
災
害
対
策
で
す
が
、
本
町
で
災
害

と
は
何
か
と
問
わ
れ
た
と
き
、
災
害
の
想
定
は
あ
っ

鳥海山
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て
も
、
災
害
の
定
義
は
規
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
同
様
に
町
、
町
民
、
事
業
者
、
自
主
防
災
組
織

が
協
働
し
て
、
災
害
対
策
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
も

整
理
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
曖
昧
な
定
義
と
連

携
の
も
と
で
、
高
度
な
守
秘
義
務
が
あ
る
名
簿
を
取

り
扱
う
こ
と
は
個
人
情
報
保
護
の
点
で
問
題
が
あ
り

ま
し
た
。

震
災
の
後
、
全
国
で
地
震
以
外
で
も
想
定
外
の
大

雨
洪
水
、
火
山
噴
火
の
災
害
が
起
こ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。町
民
の
防
災
意
識
の
高
ま
り
も
あ
り
、

災
害
対
策
に
強
く
取
り
組
む
姿
勢
が
町
に
求
め
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

協
議
の
結
果
、
災
害
対
策
の
原
点
に
立
ち
返
っ
て

災
害
の
定
義
を
規
定
し
、
公
助
、
共
助
、
自
助
の
基

本
理
念
を
定
め
、
災
害
対
策
の
取
組
を
図
る
こ
と
が

先
決
で
は
、と
い
う
結
論
に
達
し
ま
し
た
。
ま
ず
は
、

防
災
部
署
の
み
で
法
令
部
署
と
危
機
管
理
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
助
言
の
も
と
、
災
害
対
策
を
中
心
に
し
た
条

例
案
の
作
成
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
保
護
条
例
と
の

兼
ね
合
い
に
関
し
て
は
、
防
災
部
署
で
条
例
案
を
作

成
し
て
か
ら
、
関
係
部
署
と
調
整
を
図
り
ま
し
た
。

特
に
名
簿
提
供
に
つ
い
て
は
、
記
載
内
容
と
提
供
先

に
つ
い
て
慎
重
に
個
人
情
報
保
護
担
当
部
署
と
協
議

し
ま
し
た
。

こ
う
し
て
完
成
し
た
条
例
の
素
案
は
法
令
審
査
会

で
文
言
の
修
正
を
受
け
、
着
手
か
ら
半
年
程
で
条
例

案
は
議
会
に
上
程
さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

５　

条
例
内
容
と
設
計
解
説

本
条
例
は
第
1
章
が
総
則
、
第
2
章
が
自
助
、
第

3
章
が
共
助
、
第
4
章
が
公
助
、
第
5
章
が
雑
則
、

の
5
章
構
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。
条
例
構
成
は
他
市

町
村
の
例
を
参
考
に
し
ま
し
た
。

第
1
章
で
は
災
害
、
防
災
、
町
民
、
事
業
者
、
要

配
慮
者
、
避
難
行
動
要
支
援
者
、
自
主
防
災
組
織
の

定
義
を
定
め
、
災
害
対
策
に
お
け
る
町
民
、
事
業
者
、

町
、
関
係
機
関
の
責
務
と
役
割
を
明
ら
か
に
し
、
公

助
、
共
助
、
自
助
が
連
携
し
て
災
害
対
策
へ
の
取
組

を
行
う
こ
と
を
基
本
理
念
と
し
、
遊
佐
町
地
域
防
災

計
画
へ
反
映
す
る
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

第
2
章
で
は
町
民
と
事
業
者
が
、
所
有
す
る
建
築

物
の
安
全
確
保
、
居
室
の
家
具
の
転
倒
防
止
、
出
火

防
止
の
措
置
、
災
害
時
の
初
期
対
応
に
必
要
な
道
具

整
備
、
避
難
経
路
と
避
難
場
所
の
確
認
、
安
否
確
認
、

防
災
情
報
の
取
得
を
行
い
、
災
害
に
備
え
る
よ
う
定

め
て
い
ま
す
。

第
3
章
で
は
町
民
は
自
主
防
災
組
織
を
結
成
し
て

積
極
的
に
活
動
す
る
こ
と
と
し
、
事
業
者
は
自
主
防

災
組
織
活
動
へ
協
力
す
る
も
の
と
し
て
い
ま
す
。
そ

の
中
で
町
民
、
事
業
者
、
自
主
防
災
組
織
は
要
配
慮

者
へ
支
援
を
行
う
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

第
4
章
で
は
自
主
防
災
組
織
の
育
成
支
援
、
防
災

知
識
の
普
及
、
防
災
情
報
の
提
供
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
支
援
と
い
っ
た
災
害
対
策
に
お
け
る
町
と
町
職

員
の
責
務
を
明
ら
か
に
し
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
の
実
現
を
目
指
す
と
し
て
い
ま
す
。
第
5
章
で
は

必
要
な
事
項
を
規
則
で
定
め
る
と
し
て
い
ま
す
。

内
容
の
特
徴
と
し
て
は
、要
支
援
者
名
簿
の
作
成
、

利
用
を
公
助
と
定
め
て
条
例
文
に
明
記
し
た
こ
と
で

す
。
個
人
情
報
保
護
と
提
供
に
つ
い
て
は
保
護
条
例

に
の
っ
と
る
と
し
、
前
述
し
た
運
用
の
下
で
提
供
す

る
も
の
と
し
ま
し
た
。

都
市
部
の
災
害
対
策
基
本
条
例
で
は
、
テ
ロ
や
帰

宅
困
難
者
の
避
難
対
応
に
言
及
す
る
も
の
も
見
ら
れ

ま
す
。
本
町
で
は
そ
の
方
面
に
つ
い
て
は
定
め
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
自
治
体
ご
と
の
災
害
想
定
に
よ
っ
て

は
、
条
例
の
定
義
と
基
本
理
念
が
変
わ
っ
て
く
る
と

思
い
ま
す
。

６　

条
例
を
基
に
し
た
災
害
対
策
の
取
組

平
成
28
年
4
月
1
日
に
本
条
例
が
施
行
さ
れ
、
要

支
援
者
名
簿
の
作
成
の
準
備
が
始
ま
り
ま
し
た
。
名

簿
の
提
供
先
の
機
関
と
地
区
区
長
に
制
度
説
明
を
行

い
、
要
援
護
対
象
者
に
同
意
書
を
発
送
し
て
名
簿
記

載
の
是
非
を
確
認
し
ま
し
た
。
平
成
28
年
度
、
初
回

と
な
る
同
意
者
名
簿
の
作
成
と
提
供
が
完
了
し
ま
し

た
。
以
降
、
年
度
ご
と
に
名
簿
の
更
新
作
業
を
行
っ

て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

本
町
の
自
主
防
災
組
織
の
組
織
率
は
１
０
０
％
で

す
が
、
災
害
対
策
基
本
条
例
が
出
来
た
こ
と
で
自
主

防
災
組
織
の
活
動
は
以
前
よ
り
活
発
に
な
り
ま
し
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た
。
防
災
学
習
の
出
前
講
座
を
希
望
し
た
り
、
避
難

訓
練
を
行
っ
た
り
、
避
難
所
開
設
訓
練
を
行
う
自
主

防
災
組
織
が
増
え
た
こ
と
は
、
共
助
が
前
進
し
た
こ

と
を
意
味
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

防
災
備
蓄
物
資
の
整
備
で
は
、
町
の
主
要
６
地
区

に
防
災
備
蓄
倉
庫
を
新
た
に
建
設
し
ま
し
た
。
防
災

訓
練
の
際
、
資
機
材
は
活
用
し
、
食
料
と
飲
用
水
は

使
用
し
て
補
充
す
る
こ
と
で
循
環
備
蓄
に
努
め
て
い

ま
す
。

７　

条
例
整
備
の
課
題
と
展
望

今
回
の
条
例
制
定
は
、
要
支
援
者
名
簿
の
作
成
に

ど
う
取
り
組
む
か
が
出
発
点
で
し
た
。
保
護
条
例
と

調
整
が
取
れ
れ
ば
、
名
簿
の
運
用
は
規
則
・
要
綱
・

計
画
で
い
い
の
で
は
な
い
か
、
と
当
初
は
考
え
て
お

り
ま
し
た
が
、
協
議
の
中
で
、
そ
れ
で
は
災
害
対
策

と
し
て
不
十
分
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

防
災
部
署
に
あ
り
な
が
ら
、
災
害
対
策
の
視
点
が

抜
け
て
い
た
こ
と
は
、
反
省
点
で
す
。
他
の
条
例
と

の
整
合
性
を
図
れ
ば
そ
れ
で
よ
い
の
で
は
な
く
、
総

合
的
な
法
整
備
の
在
り
方
を
、
初
め
か
ら
も
っ
と
突

き
詰
め
て
考
え
る
べ
き
で
し
た
。

近
年
、
全
国
で
様
々
な
災
害
想
定
が
見
直
さ
れ
て

い
ま
す
。
自
治
体
の
防
災
部
署
は
新
し
い
災
害
想
定

に
ど
う
対
策
を
講
じ
て
い
く
の
か
、
と
い
う
重
い
課

題
を
背
負
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
災
害
対
策
の
法

整
備
は
、条
例
に
留
ま
り
ま
せ
ん
。
地
域
防
災
計
画
、

水
防
計
画
、
噴
火
災
害
避
難
計
画
、
業
務
継
続
計
画
、

避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
、職
員
初
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
、

情
報
通
信
伝
達
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
、
条
例
の
水
面
下
で

は
数
多
の
計
画
、
規
程
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
と
更

新
を
多
方
面
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
目
の
前
の

災
害
対
応
に
追
わ
れ
て
、な
か
な
か
法
整
備
や
計
画
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
作
り
に
手
が
回
ら
な
い
防
災
部
署
も
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
回
、
私
た
ち
は
災
害
対
策
の
根
幹
を
成
す
本
条

例
の
作
成
を
通
じ
て
、ど
ん
な
計
画
、規
程
、マ
ニ
ュ

ア
ル
も
公
助
、
共
助
、
自
助
の
協
働
に
よ
っ
て
成
り

立
つ
こ
と
に
改
め
て
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。
要
支
援

者
名
簿
を
作
っ
て
終
わ
る
の
で
は
な
く
、
保
護
条
例

を
守
り
な
が
ら
活
か
す
た
め
に
は
、
協
働
が
災
害
対

策
条
例
に
組
み
込
ま
れ
て
い
な
い
と
実
現
し
な
い
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。

災
害
の
時
代
は
防
災
の
時
代
で
も
あ
り
ま
す
。
数

十
年
に
一
度
と
言
わ
れ
る
大
規
模
な
自
然
災
害
が
頻

発
し
て
お
り
、
自
然
災
害
の
発
生
を
防
ぐ
こ
と
は
出

来
ま
せ
ん
が
、
本
条
例
を
礎
に
、
防
災
施
策
の
更
な

る
拡
充
と
発
展
に
努
め
、
災
害
対
策
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

自主防災組織による避難所開設訓練

遊佐町総合防災訓練 .


